
校内研修「常磐小版ぎふ MIRAI`S（みらい）について②」 

令和５年９月 1 日(金) 

13:30~14:30 アゴラルーム 

＜この研修のゴール＞ 

提案型の総合的な学習の時間を構築するために、 

ゴールと、すべきことをイメージして、準備を始める。 

 

 

１ 逆向きにすべきことをイメージする。 

（７） 「話す相手」を意識させ、プレゼンする。 

  〇社会の壁となる大人（ふるさと先生・先生） 

                    〇認め励ましてくれる大人（保護者・地域の人たち） 

                    〇一緒に学習を進めてきた友だち 

（８） 「制約」を意識させ、プレゼンする。 

          ＜伝える方法＞・模造紙２枚 or 画用紙２枚 or ロイロノート 

          ＜伝える時間＞・３分以内  or  ２分以内 

       ＜必ず伝えること＞・チームのテーマ テーマ設定の理由 

                    ・伝えたいことを３～５ポイントで。根拠を示しながら。 

 

（６） 「話す相手」の心を動かすことを意識させ、プレゼンの練習をする。 

         〇時間を意識し（３分以内）、書いたことを読み上げるのではなく、 

          話す相手が聞き終わった後に、どんな気持ちになってほしいのかを 

          イメージしながら繰り返し練習する。 

 

（５） 「情報の確かさ」を意識させ、プレゼンの準備をする。 

〇模造紙や画用紙、ロイロノートでポイントを伝えたいポイントをまとめる。 

          ・出典（本の名前、著者、ページ） 

          ・調査（いつ、どこで、だれが、何人に） 

          ・ホームページサイト  

 

（３）チームの仲間とリサーチの「計画」を立てる。 

         〇ますみ学習の予定を示し、計画表に６～１０時間程度 

          （どの時間に・だれが・何を・どうやって）調べるか書き出し、共有する。 

（４） 「情報の確かさ」を意識させ、提案を生み出す「情報」を集める。 

         〇本やホームページ・調査・インタビュー 

         〇毎時間、（自分は何を行い）（何が明らかになったか）を伝え合う。 

 

 

リサーチ 

準備 

練習 

プレゼン 



（１） 学級または学年全体のテーマを決める。 

         〇これまでの学習を「よさ」と「問題点」など視点を決めて振り返る。 

         〇一人一人が（どうなってほしいのか）という「願い」を書きだす。 

〇学級または学年で（どうなってほしいのか）を話し合い、全体テーマを決める。 

（２） チームごとに願いを言葉にして、チームのテーマを決める。 

         〇一人一人が書きだした願いをもとにチームを分ける。 

〇（どうなってほしいのか）と願いを言葉にし合い、チームテーマを決める。 

         〇チームとグループの違い 

          ・チーム：願いが共有されている   グループ：願いは関係ない 

  

２ テーマをイメージする。 

 

＜６年＞  全体    例：常磐に住む人たちの命を守るためにできることを提案しよう！ 

        チーム    例：お年寄りの避難チーム 

                  寝るときに備えるとよいものチーム 

                  避難袋に入れるとよいものチーム 

 

＜５年＞  全体    例：2030 年を生きる人がうれしくなる自然環境を残すために 

私たちにできることを提案しよう！ 

チーム   例：守ろうギフチョウチーム 

                  守ろうホタルチーム 

                  守ろう川の美しさチーム 

 

＜４年＞  全体    例：常磐小に通うみんなが、常磐で交通事故にあわないために 

気を付けることを提案しよう！ 

チーム    例：車の死角チーム 

                  ヘルメットの大切さチーム 

                  横断歩道の渡り方チーム 

 

＜３年＞  全体    例：ときわのよさを知らない人のために 自まんできることを教えてあげよう！ 

チーム    例：なかよし公民館チーム  

常磐音頭チーム 

                  おいしい柿づくりチーム 

                  影向石チーム 

 

3  これからすべきことをイメージし、準備を始める。 

テーマ 


